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「
脱
宗
教
化
」
す
る
墓
地

　

前
々
回
の
「
福
聚
山
史
」
で
は
、明
治
十
年
の
『
日

蓮
宗
明
細
簿
』に
記
載
さ
れ
た
常
円
寺
の
墓
地
が「
境

外
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
景
に
つ
い

て
明
治
以
降
の
「
墓
地
」
政
策
に
つ
い
て
触
れ
た
。

明
治
維
新
後
、「
墓
地
問
題
」
は
、
当
初
は
神
道
国

教
化
の
方
針
に
そ
っ
て
対
処
さ
れ
る
一
方
、
徐
々
に

公
衆
衛
生
や
都
市
計
画
、
地
租
改
正
な
ど
宗
教
と
は

別
の
理
由
か
ら
も
規
制
が
図
ら
れ
、
結
果
と
し
て
境

内
か
ら
、
行
政
が
管
理
す
る
「
境
外
」
と
な
っ
た
と

述
べ
た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
明
治
に
入
っ
て
か
ら

墓
地
は
「
脱
宗
教
化
」
が
進
ん
だ
と
も
い
え
る
が
、

今
回
は
こ
の
点
か
ら
当
時
の
「
墓
地
」
を
め
ぐ
る
状

況
を
も
う
少
し
み
て
い
き
た
い
。

●
な
に
を
も
っ
て
「
墓
地
」
と
す
る
か

　

江
戸
時
代
、
墓
地
は
「
除
地
」「
見
捨
地
」
と
呼

ば
れ
無
税
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
政
府
は
、
前
代
の

位
置
づ
け
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
次
に
あ
げ
る
よ
う

に
、
明
確
な
墓
地
の
定
義
と
、
新
設
墓
地
を
制
限
し

て
い
く
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
四
月
二
十
日
内
務
省

地
理
局
発
議
「
墓
地
処
分
内
規
則
」

第
一
条　

死
人
ヲ
埋
メ
木
石
等
ヲ
以
テ
其
地
二

表
識
ス
ル
者
之
ヲ
墳
墓
ト
称
ス

第
二
条　

墳
墓
陳
列
一
区
画
ヲ
為
シ
政
府
ノ
許

可
ヲ
受
ケ
又
ハ
帳
場
二
記
載
ス
ル
者
之
ヲ
墓
地

又
ハ
埋
葬
地
ト
称
ス

　

ま
ず
、
第
一
条
で
墓
地
は
単
な
る
埋
葬
地
で
は
な

く
「
墳
墓
地
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し

て
埋
葬
地
に
は
「
表
識
」
と
な
る
木
や
石
の
「
墳
墓
」

を
建
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
墓

地
は
単
な
る
遺
体
の
埋
葬
地
で
は
な
く
、「
祭
祀
供

養
」
の
場
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
墓
地
は
、
当
然
の
ご
と
く
政
府
の
許
可
を

受
け
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
第
二
条
に

示
し
て
い
る
が
、
明
治
政
府
の
成
立
当
初
は
、
許
可

を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
墓
地
」
新
設
の
余
地
は

残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、明
治
十
一
年（
一

八
七
八
）
頃
に
な
る
と
、
新
設
は
「
宗
旨
若
ク
ハ
種

族
ニ
ヨ
リ
之
レ
ヲ
別
設
し
な
い
墓
地
」、
す
な
わ
ち

特
定
の
宗
旨
に
属
す
る
場
所
で
あ
る
寺
院
内
墓
地
や
、

あ
る
い
は
屋
敷
墓
の
よ
う
な
個
人
の
敷
地
で
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
共
葬
墓
地
」
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
「
神

葬
祭
」
独
自
の
墓
地
新
設
も
容
認
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
く
。

●
墓
地
は
ど
う
い
う
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か

　

と
こ
ろ
で
、
通
達
な
ど
に
よ
っ

て
墓
地
の
定
義
を
明
確
化
し
、
新

設
墓
地
の
規
制
を
行
っ
た
明
治

政
府
は
、
墓
地
と
い
う
空
間
が
ど

う
あ
る
べ
き
と
と
ら
え
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
墓
地
に
関
す
る

通
達
か
は
明
治
政
府
の
い
わ
ゆ

る
「
墓
地
観
」
が
う
か
が
え
、
墓

地
は
一
つ
に
は
「
不
毛
の
地
」「
荒

廃
の
地
」
と
い
う
よ
う
な
、
耕

作
地
と
し
て
適
さ
な
い
場
所
や
、

衛
生
上
問
題
が
な
い
場
所
で
あ

る
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

①
「
墓
地
ノ
儀
ハ
外
ノ
潰

地
ト
違
ヒ
永
世
可
起
返
目

途
無
之
潰
ノ
儀
二
付
」

②
「
墳
墓
ノ
義
ハ
清
浄
ノ
地
二
設
ケ
永
遠
保
存

ス
へ
キ
モ
ノ
二
府
下
従
前
墳
墓
市
街
二
望
ミ

往
々
街
区
路
線
ノ
改
正
ニ
ヨ
リ
発
柩
改
葬
等
有

之
人
情
ノ
忍
サ
ル
次
第
二
付
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
永
世
可
起
返
目
途
無
之
」
＝
墓

を
建
て
た
場
所
が
他
の
目
的
の
使
用
の
た
め
に
掘
り

返
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
な
状
態
を
「
永

遠
保
存
ス
へ
キ
」
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

い
わ
れ
る
。
特
に
②
は
、
東
京
府
に
出
さ
れ
た
達
で

あ
る
が
、「
往
々
街
区
路
線
ノ
改
正
…
」
＝
都
市
計

画
に
よ
っ
て
「
改
葬
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
生
じ
た
場
合
は
「
人
情
ノ
忍
サ
ル
次
第
」
と
、
改

葬
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
墓
地
は
改
葬
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
よ
う

な
場
所
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
姿
勢
は
、
実
際
、
無
許
可
で
埋

葬
し
た
法
規
違
反
に
対
し
て
、「
情
実
忍
ヒ
難
キ
義
」

と
し
て
現
状
を
容
認
し
た
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

み
だ
り
に
改
葬
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
政
府
の
方

針
に
は
、「
墳
墓
ノ
義
ハ
清
浄
ノ
地
ニ
設
ケ
永
遠
保

存
ス
へ
キ
モ
ノ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
墓
地
は
、
特
定
の
宗

教
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
る
方

向
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と

は
別
に
政
府
の
通
達
等
を
通

じ
て
遺
体
尊
重
に
基
づ
い
た

「
清
浄
の
地
」、「
祖
先
祭
祀
」

の
対
象
と
し
て
永
遠
に
保
存

す
べ
き
場
所
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

●
国
家
に
管
理
さ
れ
る「
死
」

　

以
上
の
よ
う
な
政
府
に
よ

る
墓
地
の
観
念
や
定
義
に
基

づ
い
た
政
策
は
、
各
地
に
あ

る
何
代
に
も
わ
た
り
墓
地
を

利
用
す
る
た
め
の
掘
り
返
し
や
、埋
葬
地
と
「
詣
墓
」

を
別
に
設
け
る
「
両
墓
制
」
な
ど
の
各
地
の
習
俗
と
、

改
葬
の
否
定
や
、
埋
葬
地
と
墳
墓
を
立
て
る
場
所
の

不
一
致
な
ど
の
点
か
ら
、
矛
盾
を
生
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
政
府
と
し
て
墓
地
に
対
す
る
方
針
を
明
確

化
し
た
こ
と
は
、
政
策
の
推
進
を
促
す
も
の
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
一
月
八
日
『
墓
地

及
埋
葬
取
締
規
則
』（
太
政
官
布
告
第
二
十
五
号
）

が
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
制
定
理
由
に
つ
い
て
は
「
埋

葬
上
ノ
取
締
ハ
専
ラ
宗
教
力
ノ
ミ
ニ
頼
リ
能
ハ
サ
ル

ヘ
キ
ノ
傾
向
之
ア
ル
ニ
付
此
際
警
察
権
ニ
依
リ
其
取

締
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ハ
最
至
当
ノ
義
ナ
リ
」
と
墓
理
行

政
か
ら
宗
教
上
の
問
題
を
分
離
す
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。
公
衆
衛
生
政
策
、
地
租
改
正
、
都
市
計
画

等
の
問
題
の
中
で
、
墓
地
を
め
ぐ
る
問
題
が
宗
教
の

枠
組
み
で
は
処
理
し
き
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
年
十
二
月
一
日
に
は
「
自

葬
祭
」
禁
止
が
解
除
さ
れ
、
僧
侶
や
神
官
の
関
与
が

な
く
て
も
葬
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、「
死
亡
届
」
や
「
埋
葬
許
可
証
」
の
制

度
な
ど
、
行
政
に
よ
る
統
一
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
、

こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ば
「
死
」
と
い
う
も
の
が
国
家

の
管
理
下
に
置
か
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
「
脱
宗
教
化
」
の
流
れ
の
中
、
東
京
市

で
は
市
内
の
墓
地
の
郊
外
へ
の
移
転
先
と
し
て
、
多

磨
墓
地
な
ど
の
郊
外
の
「
共
葬
墓
地
」
の
建
設
が
は

か
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
実
は
必

ず
し
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
度
々

寺
院
側
の
反
対
に
あ
い
、
一
方
、
東
京
の
人
口
が
増

大
す
る
と
と
も
に
、
郊
外
の
共
葬
墓
地
は
移
転
先
と

し
て
で
は
な
く
、
市
内
の
墓
地
不
足
を
補
う
場
所
と

な
っ
て
い
く
、
こ
う
し
て
市
内
に
は
寺
院
内
墓
地
が

残
り
、
郊
外
に
は
広
大
な
「
共
葬
墓
地
」
と
い
う
現

在
に
つ
な
が
る
状
況
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

連　

載

第
57
回

祖
師
堂
屋
上
か
ら
常
円
寺
の
墓
地
を
臨
む




